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『
社
会
福
祉
法
人

　
　
　
　
　

制
度
改
革
に
当
た
っ
て
』

社
会
福
祉
法
人　

至
泉
会

　
　
　
　
　
　

理
事
長　
　

辻　

隆
造

け
、
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
三
十
八
年
の
歴
史
を
継
続
し
、
新
た

な
時
代
に
即
し
な
が
ら
も
、
法
人
の
理
念
を

継
承
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
基
本
的
精

神
に
つ
い
て
は
、
次
の
文
面
に
表
わ
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

『
「
至
泉
会
」
の
「
至
」
の
字
に
は
、
も
の

ご
と
の
根
源
に
至
る
、
と
い
う
意
味
が
あ
り
、

「
泉
」
に
つ
い
て
は
、
汲
め
ど
も
尽
き
な
い

豊
か
な
水
が
い
つ
も
湧
き
出
て
い
る
園
（
そ

の
）
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
か
ら
、

湧
き
出
ず
る
泉
の
ご
と
く
福
祉
の
心
が
絶
え

な
い
法
人
で
あ
り
た
い
と
い
う
願
い
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
』

　
　
　
　
　
　
　
　

理
事
長　

森
三
郎

《
会
報
し
せ
ん
第
一
号 

　

平
成
二
十
六
年
八
月
一
日
発
行
よ
り
抜
粋
》

　

さ
て
、
社
会
福
祉
法
の
改
正
に
よ
り
、
社

会
福
祉
法
人
の
運
営
に
関
す
る
法
制
度
改
革

が
行
わ
れ
、
今
年
度
か
ら
全
面
的
に
施
行
さ

れ
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
合
わ
せ

本
法
人
も
、
評
議
員
会
、
理
事
会
の
役
員
構

成
と
運
営
方
法
を
初
め
と
し
て
、
様
々
な
改

正
や
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
次
の
五
点
を
重
点
課
題
と
し
、

本
部
及
び
本
部
長
を
中
心
に
、
各
施
設
長

（
理
事
）
が
分
担
し
て
取
り
組
む
こ
と
に
し
ま

し
た
。

一 

職
員
採
用
・
人
材
育
成

　

福
祉
分
野
で
の
就
労
希
望
者
が
減
少
し
て
い

　

る
現
状
へ
の
対
策
と
採
用
後
の
育
成
と
定
着

　

を
検
討
し
ま
す
。

二 

人
事
労
務
管
理
・
情
報
シ
ス
テ
ム
管
理

　

職
員
の
健
康
管
理
、
や
り
が
い
の
あ
る
働
き

　

方
を
模
索
し
、
い
か
に
し
て
離
職
を
少
な
く

　

す
る
か
を
考
え
ま
す
。
法
人
全
体
で
情
報
管

　

理
に
つ
い
て
検
討
し
、
省
力
化
の
た
め
の
シ

　

ス
テ
ム
管
理
を
検
討
し
ま
す
。

三 

法
令
遵
守
・
規
程
整
備

　

制
度
改
革
に
合
わ
せ
て
意
識
改
革
を
図
る
と

　

同
時
に
、
法
人
の
規
定
を
全
面
的
に
見
直
し

　

ま
す
。

四 

大
規
模
修
繕
・
建
替
計
画

　

法
人
創
設
時
の
建
物
の
老
朽
化
や
現
代
の
生

　

活
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
な
い
居
住
環
境
等
を
見

　

直
し
、
修
繕
や
立
替
え
の
検
討
を
始
め
ま
す
。

五 

財
務
規
律
強
化

　

年
々
厳
し
さ
を
増
す
財
政
状
況
を
鑑
み
、
健

　

全
な
財
務
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
ま
す
。

　

今
年
度
を
皮
切
り
に
こ
れ
か
ら
も
新
制
度
に

　

適
う
社
会
福
祉
法
人
と
し
て
、
改
正
を
心
掛

　

け
、
絶
え
ず
運
営
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
も

　

の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
こ
に
、
今
後
と
も
関
係
各
位
の
ご
支
援
を

お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

　

昨
年
十
一
月
十
九
日
の
理
事
会
・
評
議
員
会

に
お
き
ま
し
て
、
森
三
郎
理
事
長
よ
り
重
責
を

引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
法
人
に
所
属

し
ソ—

レ
平
塚
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
長
と
し
て

八
年
七
ヵ
月
の
経
験
は
あ
ま
り
に
短
く
、
法
人

の
全
貌
を
十
分
に
把
握
せ
ぬ
ま
ま
就
任
し
、
多

く
の
方
々
に
ご
心
配
を
お
か
け
し
て
い
る
こ
と

と
思
い
、
一
日
も
早
く
ご
安
心
い
た
だ
け
ま
す

よ
う
に
努
力
す
る
所
存
で
す
。

　

振
り
返
り
ま
す
と
、
創
業
者
で
あ
り
ま
す
前

理
事
長
は
、
ご
夫
婦
で
昭
和
五
十
四
年
六
月
に
、

秦
野
市
の
菩
提
に
社
会
福
祉
法
人
至
泉
会
を
立

ち
上
げ
、
そ
の
地
で
あ
け
ぼ
の
園
（
障
害
児
通

所
施
設
）
を
開
設
し
た
の
を
皮
切
り
に
、
昭
和

五
十
八
年
四
月
に
精
陽
学
園
（
障
害
児
入
所
施

設
）、
平
成
十
一
年
四
月
に
は
、
ソ
ー
レ
平
塚

（
障
害
者
入
所
施
設
）
・
ソ
ー
レ
平
塚
ケ
ア
セ
ン

タ
ー
（
現
ソ
ー
レ
平
塚
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
・

障
害
児
者
通
所
施
設
・
障
害
児
者
相
談
支
援
事

業
）
を
設
立
す
る
等
、
障
害
者
の
地
域
生
活
の

充
実
と
、
施
設
で
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

人
へ
の
途
切
れ
の
な
い
支
援
を
行
っ
て
来
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
平
成
十
六
年
四
月
に
は
、
伊
勢

原
市
の
す
こ
や
か
園
（
障
害
児
者
通
所
施
設
・

障
害
児
者
相
談
支
援
事
業
）
の
委
託
管
理
を
受



平
成
二
十
八
年
度

　
　
　
　

中
途
採
用
職
員

平
成
二
十
九
年
度

　
　
　
　
　

新
採
用
職
員

平
成
二
十
九
年
度

辞
令
交
付
式
・
新
採
用
職
員
研
修

今
号
の
テ
ー
マ

人
事
異
動

◇
精
陽
学
園

　

主
任　

千
葉　

真
紀
子

　
　
　
　
　
　
　

（
あ
け
ぼ
の
園
よ
り
）　

◇
ソ
ー
レ
平
塚　
　

　

生
活
支
援
課
長

　
　

勝
山　

靖
史
（
す
こ
や
か
園
よ
り
）

　

リ
ー
ダ
ー

　
　

髙
尾　

一
貴
（
精
陽
学
園
よ
り
）

◇
ソ
ー
レ
平
塚
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー

　

副
セ
ン
タ
ー
長

（
通
所
支
援
課
長
、
相
談
支
援
課
長
兼
務
）

　
　

島
田　

哲
（
ソ
ー
レ
平
塚
よ
り
）

◇
す
こ
や
か
園

　

副
主
任　

福
田　

勝
範

（
ソ
ー
レ
平
塚
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
よ
り
）

　

今
年
度
も
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
職
員
が

入
職
し
、
四
月
三
日
に
辞
令
交
付
式

並
び
に
新
採
用
職
員
研
修
が
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。
辞
令
交
付
式
後
、
新

採
用
職
員
に
加
え
て
昨
年
度
中
途
採

用
さ
れ
た
職
員
も
含
め
て
研
修
を
行

い
、
理
事
長
か
ら
祝
辞
並
び
に
「
当

法
人
の
職
員
に
期
待
す
る
こ
と
」
と

い
う
表
題
で
話
が
あ
り
、
そ
の
後
、

常
務
理
事
か
ら
「
法
人
の
理
念
、
組

織
、
人
事
考
課
」、
「
職
員
倫
理
綱
領
」、

「
障
害
者
虐
待
防
止
」、
「
就
業
規
則

や
給
与
規
程
等
の
諸
規
程
」
等
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
、
当
法
人
の
職
員

と
し
て
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し

た
。
入
職
者
の
経
歴
は
様
々
で
す
が
、

ど
の
職
員
も
ご
利
用
児
・
者
、
ご
家

族
の
ニ
ー
ズ
に
添
え
る
よ
う
毎
日
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
慣
れ
る
ま
で
ご
迷

惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
も
あ
る
か
と

思
い
ま
す
が
、
温
か
く
見
守
っ
て
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

◇
あ
け
ぼ
の
園

　

宮
川　

結
衣　
　
　
　

保
育
士　
　
　

　

山
﨑　

由
美　
　
　
　

児
童
指
導
員　

　

北
村　

智
子　
　
　
　

保
育
士　
　
　

◇
精
陽
学
園

　

山
崎　

京
子　
　
　
　

調
理
員　

　

鈴
木　

詩
津
子　
　
　

調
理
員　
　

　

三
浦　

志
穂　
　
　
　

児
童
指
導
員　

◇
ソ
ー
レ
平
塚　

　

今
井　

里
織　
　
　
　

介
助
員

◇
あ
け
ぼ
の
園

　

山
﨑　

朋
子　
　
　
　

児
童
指
導
員

　

高
梨　

理
奈　
　
　
　

保
育
士　
　
　

　

今
井　

ゆ
き　
　
　
　

児
童
指
導
員　

◇
精
陽
学
園

　

野
島　

菜
々
恵　
　
　

保
育
士　
　
　

　

伊
藤　

静
香　
　
　
　

児
童
指
導
員

　

佐
々
木
信
昭　
　
　
　

保
育
士　

◇
ソ
ー
レ
平
塚

　

安
藤　

慶
人　
　
　
　

生
活
支
援
員

　

高
橋　

い
づ
み　
　
　

生
活
支
援
員

◇
ソ
ー
レ
平
塚
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー

　

麻
生　

真
理　
　
　
　

支
援
員

◇
す
こ
や
か
園

　

重
田　

夏
枝　
　
　
　

看
護
師

　

以
前
は
、
就
職
し
て
も
長
期
間
勤

続
す
る
職
員
が
少
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
最
近
は
業
務
の
見
直
し
な
ど
行

っ
て
き
た
こ
と
も
あ
り
少
し
ず
つ
職

員
の
在
職
期
間
も
長
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
「
し
せ
ん
」
第
四

号
で
は
、
「
や
り
が
い
」
を
テ
ー
マ
に

勤
続
年
数
の
長
い
職
員
に
「
仕
事
の

や
り
が
い
や
楽
し
さ
」、
「
当
法
人
又

は
勤
務
し
て
い
る
施
設
の
良
さ
」、

「
何
を
楽
し
み
に
仕
事
を
行
っ
て
い

る
の
か
」
等
、
職
種
に
こ
だ
わ
ら
ず

聞
い
て
み
ま
し
た
。
普
段
同
じ
職
場

で
も
職
員
間
で
こ
の
よ
う
な
話
は
し

な
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
一
読
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

◇
す
こ
や
か
園　

　

相
談
員

　
　

関　

淳
一
（
ソ
ー
レ
平
塚
よ
り
）

◇
ソ
ー
レ
平
塚　

　
　

臼
井　

正
明　
　
　
　

支
援
補
助
員　



表　
　
　
　

彰

助　
　
　
　

成

　

こ
の
た
び
、
社
会
福
祉
法
人
神
奈

川
県
共
同
募
金
会
様
よ
り
ソ
ー
レ
平

塚
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
に
助
成
金
を
い
た

だ
き
、
日
産
キ
ャ
ラ
バ
ン
車
い
す
仕

様
を
購
入
い
た
し
ま
し
た
。
大
切
に

使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

勤
続
十
五
年

　

田
島　

聡
子

（
ソ
ー
レ
平
塚
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　

加
藤　

尚
通

（
ソ
ー
レ
平
塚
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　

峯
本　

敦
史　
　
　

（
精
陽
学
園
）

勤
続
十
年

　

木
村　

伸
江　
　

（
あ
け
ぼ
の
園
）

　

卯
月　

浩
嗣　
　

（
ソ
ー
レ
平
塚
）

　

大
豆
生
田
浩
子　

（
す
こ
や
か
園
）

　

石
川　

恵
子　
　

（
す
こ
や
か
園
）

　

小
俣　

彩　
　
　

（
す
こ
や
か
園
）

　

森　

公
子　
　
　

（
法
人
本
部
）

　

岡
本　

晴
美　
　

（
す
こ
や
か
園
）

勤
続
七
年

　

高
橋　

由
佳　
　

（
精
陽
学
園
）

　

古
尾
谷　

一
宏　

（
ソ
ー
レ
平
塚
）

　

笹
川　

裕
子　
　

（
ソ
ー
レ
平
塚
）

　

奥
田　

雄
祐

（
ソ
ー
レ
平
塚
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　

関　

淳
一　
　
　

（
す
こ
や
か
園
）

【
法
人
特
別
表
彰
】

　

福
井　

朱
美　
　

（
法
人
本
部
）

　

加
藤　

雪
子　
　

（
ソ
ー
レ
平
塚
）

　

吉
川　

千
代
子　

（
ソ
ー
レ
平
塚
）

　

奥
野　

昭
子　
　

（
ソ
ー
レ
平
塚
）

【
関
東
・
甲
信
越
地
区
身
体
障
害

　

者
施
設
協
議
会
永
年
勤
続
表
彰
】

　

加
藤　

尚
通

（
ソ
ー
レ
平
塚
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　

下
前　

滿
喜
子　

（
す
こ
や
か
園
）

【
神
奈
川
県
社
会
福
祉

　
　
　
　
　
　

協
議
会
会
長
顕
彰
】

　

重
野　

美
樹　
　

（
精
陽
学
園
）

【
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
】

　

毎
年
、
法
人
内
外
で
多
く
の
職
員

が
表
彰
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
が
、
今
年
も
四
月
四
日
に
法

人
永
年
勤
続
者
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
当
法
人
も
少
し
ず
つ
勤
続
年

数
の
長
い
職
員
が
増
え
て
き
ま
し
た

が
、
今
後
も
法
人
と
し
て
業
務
の
改

善
や
職
場
環
境
を
整
え
、
一
人
で
も

多
く
の
職
員
が
や
り
が
い
を
持
ち
、

長
く
働
け
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

勤
続
三
十
年

　

清
水　

行
夫　
　

（
ソ
ー
レ
平
塚
）

勤
続
二
十
年

　

福
井　

朱
美　
　
　

（
法
人
本
部
）

　

野
村　

登
美
子　
　

（
精
陽
学
園
）

【
法
人
永
年
勤
続
表
彰
者
】

　

理
事
長
と
し
て
昭
和
五
十
四
年
に

法
人
を
設
立
し
て
か
ら
平
成
二
十
八

年
十
一
月
ま
で
法
人
並
び
に
施
設
運

営
に
対
す
る
多
大
な
功
績
を
た
た
え
、

顕
彰
し
ま
し
た
。

　

森　

三
郎　

氏　
　

（
前
理
事
長
）

【
法
人
功
労
表
彰
】

　

ア
ル
バ
イ
ト
看
護
師
と
し
て
、
多

年
に
わ
た
り
す
こ
や
か
園
に
通
所
す

る
園
児
や
利
用
者
の
健
康
管
理
に
努

め
た
こ
と
を
た
た
え
、
顕
彰
し
ま
し

た
。

米
満　

妙
子　
　
　

（
す
こ
や
か
園
）

寄　
　
　
　

付

　

次
の
皆
様
に
ご
寄
付
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

渡
辺　

敏
郎　
　

様

　

小
野　

剛　
　
　

様

　

大
石　

哲　
　
　

様

　

匿
名
ご
希
望
者　

様　

（
順
不
同
）

※

各
施
設
へ
ご
寄
付
を
し
て
い
た
だ

い
た
方
に
つ
い
て
は
、
各
施
設
の
機

関
誌
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。



 

 

 

 

 

 

 

 

児童発達支援センター

あけぼの園
〒259-1302　秦野市菩提507-1

http://www.sisenkai.com/
0463(75)1601

曜日：月～金
時間：10時～14時
定員：30名
対象：就学前の幼児

あけぼの園はことばや身体の発達に遅れや心配のある子どもたちのすこやかな育ちを応援、
支援する施設です。ここでは園での一日の生活例を、日課表を通してお伝えします。

【朝の支度】
リュックの中身を出します。自分でできるよう
絵カードを用いて、目で見てわかりやすくして
います。

【朝の会】

お箸を練習するぞっ！

雨でも
へっちゃらだよ♪

一人ひとりに自分のマーク
があるんだよ！

【給食】

【静の活動】
製作や手先課題、砂・粘土など
を着席して取り組むことで集中
する力をつけ、手の機能を高め
ます。また感覚を養います。

【動の活動】
室内・戸外ともに体を動かす
ことで、体力をつけたりさま
ざまな身体機能を高めます。

【午後の活動】
お子さんの体力や興味・
関心、午前中の過ごし
等を総合的に判断して
活動内容を決めていま
す。

【帰りの支度】
自分の籠からリュックに荷物をつめてい
きます。

【帰りの会】
帰りの挨拶の後、バスに
乗って帰ります。

日　課　表



　

『
至
泉
会
』
と
の
出
逢
い
は
○
○
年
前
、
福

祉
施
設
で
の
勤
務
を
経
て
「
ソ
ー
レ
平
塚
」
開

所
に
伴
い
職
員
募
集
に
応
募
し
ま
し
た
。

　

「
あ
け
ぼ
の
園
」
を
出
発
し(

な
ん
と
！)

登

山
が
、
採
用
試
験
の
最
終
試
験
で
し
た
。

　

同
期
の
仲
間
の
多
く
は
新
卒
の
方
達
で
、
お

互
い
に
不
安
を
抱
え
な
が
ら
も
毎
日
充
実
し
て

い
て
楽
し
く
、
よ
り
良
い
支
援
を
し
て
い
き
た

い
！
と
模
索
し
て
い
た
あ
の
頃
を
と
て
も
懐
か

し
く
思
い
出
し
ま
す
。
専
業
主
婦
を
経
て
、
再

び
「
ソ
ー
レ
平
塚
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
て

非
常
勤
職
員
と
し
て
採
用
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
利
用
者
・
ご
家
族
の
皆
様
の
あ
た
た
か
さ
、

同
僚
の
理
解
に
支
え
ら
れ
て
、
と
て
も
楽
し
く

充
実
し
た
日
々
で
し
た
。

　

現
在
は
再
び
職
員
と
し
て
採
用
し
て
い
た
だ

き
「
あ
け
ぼ
の
園
」
に
て
二
年
目
に
な
り
ま
す
。

可
愛
ら
し
く
、
と
て
も
が
ん
ば
り
屋
さ
ん
の
お

子
さ
ん
達
と
一
緒
に
過
ご
す
時
間
に
、
と
て
も

癒
さ
れ
て
い
ま
す
。
時
に
は
真
剣
に
向
き
合
い
、

そ
し
て
笑
い
合
い
、
お
子
さ
ん
の
成
長
を
保
護

者
の
皆
様
と
一
緒
に
見
守
る
事
が
出
来
る
時
間

を
大
切
に
大
事
に
勤
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
《
楽
し
く
・
明
る
く
・
常
に
前

向
き
な
姿
勢
で
！
》
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
実
践
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

武
藤　

恵
子

　

あ
け
ぼ
の
園
に
入
職
し
、
ク
ラ
ス
担
当
と
し

て
園
に
通
う
お
子
さ
ん
の
集
団
生
活
の
関
わ
り

に
携
わ
ら
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
試
行
錯
誤
と

反
省
の
毎
日
で
、
「
あ
の
時
こ
う
す
れ
ば
良
か
っ

た
」
「
あ
あ
す
れ
ば
良
か
っ
た
と
」
今
で
も
時

々
思
い
出
し
て
は
落
ち
込
み
ま
す
。
し
か
し
、

お
母
さ
ん
方
と
一
緒
に
お
子
さ
ん
の
成
長
を
願

い
、
想
い
、
考
え
、
取
り
組
み
、
を
繰
り
返
す

日
々
は
一
人
一
人
色
濃
い
毎
日
で
、
た
く
さ
ん

の
喜
び
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
数
年
は
相
談
支
援
と
し
て
、
お
子
さ
ん

と
の
過
ご
し
の
時
間
よ
り
も
お
母
さ
ん
方
と
お

話
を
す
る
時
間
が
大
幅
に
増
え
ま
し
た
。
一
日

一
日
の
色
濃
さ
は
薄
れ
た
も
の
の
、
あ
け
ぼ
の

園
以
外
で
の
過
ご
し
に
も
重
き
を
置
い
て
思
い

を
巡
ら
せ
お
母
さ
ん
方
に
寄
り
添
い
、
お
子
さ

ん
の
こ
と
を
一
緒
に
考
え
さ
せ
て
も
ら
え
る
こ

と
は
以
前
と
は
違
っ
た
喜
び
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
他
事
業
所
と
の
や
り
と
り
を
通
し
、
広
い

視
野
と
長
い
目
で
お
子
さ
ん
の
姿
を
見
さ
せ
て

も
ら
え
る
こ
と
も
大
変
嬉
し
い
こ
と
で
す
。

　

「
ち
ょ
っ
と
Ｐ
Ｔ
訓
練
を
手
伝
っ
て
よ
」
と

あ
け
ぼ
の
園
の
前
園
長
か
ら
電
話
を
受
け
、
「

や
っ
て
み
れ
ば
」
と
の
主
人
の
言
葉
に
背
中
を

押
さ
れ
て
、
あ
け
ぼ
の
園
の
パ
ー
ト
職
員
と
し

て
働
き
始
め
て
八
月
末
で
十
七
年
に
な
り
ま
す
。

結
婚
前
に
精
陽
学
園
で
四
年
働
い
て
い
た
の
で
、

至
泉
会
に
は
二
十
一
年
も
お
世
話
に
な
っ
て
い

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

子
育
て
と
平
行
し
て
の
仕
事
は
大
変
な
こ
と

も
あ
り
、
子
育
て
に
悩
ん
で
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い

る
時
に
は
、
職
員
の
子
ど
も
達
を
み
る
熱
い
ハ

ー
ト
と
冷
静
な
目
に
子
育
て
の
ヒ
ン
ト
を
も
ら

い
助
け
ら
れ
た
こ
と
が
何
度
も
あ
り
ま
し
た
。

　

『
初
め
て
お
母
さ
ん
と
笑
っ
て
「
い
っ
て
き
ま

す
」
と
言
え
た
』
『
お
父
さ
ん
と
手
を
つ
な
げ
た
』

『
ホ
ー
ル
ま
で
歩
け
た
』
『
一
番
で
な
く
て
も
泣

か
な
か
っ
た
』
『
給
食
を
全
部
食
べ
ら
れ
た
』
な

ど
な
ど
、
子
ど
も
達
の
成
長
は
一
人
ひ
と
り
違

い
ま
す
。
け
れ
ど
一
人
ひ
と
り
確
か
に
成
長
し

て
い
て
、
そ
の
成
長
を
子
ど
も
達
や
ご
家
族
と

一
緒
に
喜
ぶ
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
幸
せ
と
や

り
が
い
を
感
じ
、
長
い
間
こ
の
仕
事
を
続
け
て

こ
ら
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
れ
か

ら
も
続
け
て
い
か
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

現
在
あ
け
ぼ
の
園
で
事
務
の
仕
事
を
し
て
い

る
山
田
で
す
。
今
回
の
題
名
は
「
や
り
が
い
」

と
の
こ
と
。
あ
け
ぼ
の
園
で
十
数
年
働
か
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
日
々
勉
強
の
や
り

が
い
が
あ
る
仕
事
で
す
。
と
書
き
た
い
と
こ
ろ

で
す
が
、
続
け
て
こ
ら
れ
た
の
は
福
祉
施
設
の

温
か
さ
が
あ
る
か
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。
子
ど

も
が
年
少
頃
に
す
こ
や
か
園
に
パ
ー
ト
で
勤
め

始
め
、
あ
け
ぼ
の
園
で
常
勤
と
し
て
働
い
て
い

こ
う
か
と
思
っ
た
時
、
子
ど
も
の
病
気
等
の
お

休
み
で
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
う
か
も
と
躊
躇
し

た
の
で
す
が
、
前
理
事
長
よ
り
「
そ
ん
な
こ
と

は
気
に
し
な
く
て
い
い
よ
」
と
言
っ
て
い
た
だ

い
た
言
葉
に
後
押
し
さ
れ
、
温
か
い
職
場
で
現

在
ま
で
続
い
て
お
り
ま
す
。　
　

　

ま
た
、
園
に
通
う
子
ど
も
達
の
笑
顔
や
成
長

を
感
じ
ら
れ
る
こ
と
も
続
け
て
い
る
一
つ
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
あ
け
ぼ
の
園
の
先
生
方
の
働
き
や

す
い
職
場
環
境
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
私
も
役

立
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。

木
村　

伸
江

山
田
あ
け
み

～
や
り
が
い
～

あ
け
ぼ
の
園

市
川　

由
美

事務員
副主任

児童指導員

相談支援専門員
リーダー

児童指導員



中
川　

淑
子

星
野　

敬
義

江
口　

美
香
子

小
山
内　

景
子

～
私
の
支
え
～

～
私
が
仕
事
を
続
け
る
理
由
～

ソ
ー
レ
平
塚

　

私
の
職
場
で
の
や
り
が
い
の
一
つ
に
、
「
実
習

指
導
」
が
あ
り
ま
す
。

　

入
職
し
て
三
年
目
か
ら
実
習
生
と
共
に
働
く
機

会
を
得
ま
し
た
。
一
日
、
二
日
程
度
の
体
験
的
な

も
の
か
ら
が
っ
つ
り
四
週
間
の
も
の
ま
で
。
そ
し

て
、
福
祉
系
の
大
学
・
短
大
・
専
門
学
校
か
ら
看

護
学
生
、
医
学
生
、
教
員
免
許
取
得
と
様
々
な
学

生
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

　

ソ
ー
レ
平
塚
で
の
実
習
を
経
験
し
、
後
に
福
祉
、

介
護
の
現
場
に
配
属
と
な
る
わ
け
で
す
か
ら
、
私

自
身
の
戒
め
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
実
際
に
ソ
ー

レ
平
塚
の
実
習
を
経
て
入
職
す
る
職
員
も
お
り
、

大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　

か
つ
て
、
私
も
実
習
生
で
し
た
。
お
世
話
に
な

っ
た
施
設
の
職
員
か
ら
教
わ
っ
た
こ
と
、
経
験
し

た
こ
と
は
、
今
で
も
糧
と
し
て
心
の
中
に
残
っ
て

い
ま
す
。

　

実
習
生
は
、
宝
で
あ
り
、
未
来
へ
の
希
望
で
も

あ
り
ま
す
。
今
日
も
ま
た
、
人
と
関
わ
る
仕
事
に

就
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
方
々
に
少
し
で
も
お

役
に
立
て
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

私
が
ソ
ー
レ
に
勤
め
て
、
十
八
年
目
に
な
り

ま
し
た
。
新
卒
で
の
栄
養
士
に
な
り
た
て
の
頃

は
、
栄
養
業
務
よ
り
は
、
給
食
業
務
を
主
と
し

て
お
り
食
形
態
も
刻
み
食
で
し
た
。
今
は
と
い

う
と
、
栄
養
管
理
業
務
が
中
心
と
な
り
、
個
別

対
応
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
食
形
態
も
「
柔
ら

か
い
食
事
」
が
主
流
と
な
り
、
ソ
ー
レ
で
も
咀

嚼
嚥
下
し
易
い
食
形
態
へ
変
更
し
て
い
ま
す
。

栄
養
業
務
で
、
利
用
者
さ
ん
の
個
別
対
応
で
大

変
な
時
も
あ
り
ま
す
が
、
手
探
り
の
物
が
見
事

に
合
っ
た
時
の
達
成
感
が
楽
し
く
も
あ
り
、
も

っ
と
よ
り
良
い
も
の
を
と
い
う
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
又
、
い
つ
で
も

「
ご
飯
美
味
し
か
っ
た
」
の
一
言
は
、
私
の
仕
事

の
活
力
で
す
。　

　

二
十
才
で
至
泉
会
に
入
職
し
、
精
陽
学
園
・

あ
け
ぼ
の
園
・
ソ
ー
レ
平
塚
と
三
施
設
で
働
か

せ
て
い
た
だ
き
、
た
く
さ
ん
の
人
と
出
会
い
た

く
さ
ん
の
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

初
め
は
、
障
害
を
持
っ
た
子
ど
も
た
ち
と
ど

う
関
わ
っ
て
い
い
の
か
分
か
ら
ず
、
泣
か
れ
た

り
怒
ら
れ
た
り
と
戸
惑
う
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。

辛
い
こ
と
、
き
つ
か
っ
た
事
は
、
数
え
き
れ
な

い
ほ
ど
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
た

時
の
充
実
感
と
達
成
感
を
同
じ
く
ら
い
経
験
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
仕
事

を
通
じ
て
自
分
自
身
が
成
長
さ
せ
て
も
ら
っ
た

事
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

ソ
ー
レ
で
入
職
し
て
九
年
目
に
な
り
、
今
は

居
住
者
の
皆
さ
ん
が
毎
日
の
生
活
の
中
で
笑
顔

に
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
が
一
番
の
や
り
が
い
で

す
。

　

私
は
、
ソ
ー
レ
平
塚
に
就
職
し
て
十
五
年
が

経
ち
ま
す
。
長
い
年
月
続
け
て
来
ら
れ
た
の
は
、

職
場
環
境
に
大
変
恵
ま
れ
て
い
た
た
め
と
、
そ

し
て
、
ど
ん
な
時
も
傍
ら
を
支
え
続
け
て
く
れ

る
、
か
け
が
え
の
な
い
大
切
な
人
と
の
出
会
い

が
あ
っ
た
か
ら
で
し
た
。
彼
女
と
意
見
を
交
わ

す
時
間
は
と
て
も
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
多
い
で

す
。
居
住
者
さ
ん
か
ら
の
「
あ
り
が
と
う
」
の

言
葉
に
も
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
奥
が
深
い
仕

事
で
す
。
い
つ
の
時
も
「
こ
れ
で
よ
し
」
と
言

う
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
々
、
試
行
錯
誤
が

続
き
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
「
や
り
が
い
」
に
繋

が
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
居
住
者
さ
ん
が
安

心
し
て
笑
顔
で
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、

こ
れ
か
ら
も
、
お
手
伝
い
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

～
や
り
が
い
～

～
や
り
が
い
に
つ
い
て
思
う
事
～

看護師

管理栄養士
主任

生活支援員
副主任

生活支援員
副主任



渡
部
美
代
子

　

「
あ
り
が
と
う
」
こ
の
一
言
を
も
ら
え
た
時
、

私
は
自
分
の
仕
事
に
「
や
り
が
い
」
を
感
じ

ま
す
。

　

事
務
の
仕
事
は
、
毎
日
・
毎
月
決
め
ら
れ

た
業
務
を
こ
な
す
ル
ー
テ
ィ
ン
ワ
ー
ク
で
す
。

細
か
い
作
業
や
単
調
な
作
業
の
繰
り
返
し
等
、

「
面
倒
だ
な
」
と
思
う
こ
と
が(

実
は)

あ
る

の
で
す
。
入
職
当
初
は
、
慣
れ
な
い
作
業
に

追
わ
れ
、
自
分
に
与
え
ら
れ
た
業
務
を
こ
な

す
だ
け
で
精
い
っ
ぱ
い
で
し
た
が
、
十
年
経

っ
た
今
、
職
場
環
境
も
自
分
の
ス
キ
ル
も
変

化
し
、
日
々
の
業
務
に
も
少
し
ず
つ
余
力
が

持
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

余
力
が
持
て
る
よ
う
に
な
っ
た
今
「
面
倒

だ
な
」
と
思
っ
た
作
業
を
、
少
し
で
も
効
率

良
く
進
め
ら
れ
る
方
法
は
な
い
か
考
え
な
が

ら
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
ス
ム
ー
ズ
に
処
理

で
き
た
時
は
、
こ
っ
そ
り
達
成
感
を
感
じ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
「
あ
り
が
と
う
」
の
声
を

か
け
て
も
ら
え
た
時
。
自
分
の
仕
事
が
役
に

立
っ
た
と
実
感
で
き
、
そ
の
瞬
間
、
事
務
と

い
う
仕
事
に
「
や
り
が
い
」
を
感
じ
、
「
ま
た
、

頑
張
ろ
う!

」
と
思
え
る
の
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
事
務
の
仕
事
を
通
じ
て
、

少
し
で
も
皆
の
業
務
の
役
に
立
て
る
よ
う
、

た
く
さ
ん
の
「
あ
り
が
と
う
」
を
言
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

佐
藤　

正
子

小
池　

美
樹
恵

島
田　

哲

～
一
緒
に
悩
ん
で
～

ソ
ー
レ
平
塚
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー

　

私
は
、
『
初
心
忘
る
べ
か
ら
ず
』
の
言
葉
を

大
事
に
し
て
い
ま
す
。
自
分
が
詰
ま
っ
た
と
き

は
、
振
り
出
し
に
も
ど
り
、
先
輩
に
教
わ
っ
た

『
心
を
柔
軟
に
し
て
こ
こ
で
待
と
う
』
と
い
う

言
葉
を
思
い
出
し
、
自
然
な
ゆ
っ
く
り
の
時
間

の
大
切
さ
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
も
し
て
い
ま
す
。

活
動
で
皆
と
大
き
な
声
で
歌
い
、
新
し
い
曲
へ

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
練
習
を
重
ね
、
皆
と
一
つ
に

な
っ
て
歌
い
「
や
っ
た
ね
。
」
と
笑
顔
が
溢
れ
ま

す
。
本
読
み
で
は
、
「
今
日
は
ど
ん
な
本
？
何
が

始
ま
る
の
！
」
と
集
中
し
た
視
線
と
期
待
を
感

じ
ま
す
。
皆
と
一
緒
の
安
心
感
も
あ
り
穏
や
か

な
時
間
が
流
れ
ま
す
。
こ
ん
な
沢
山
の
気
づ
き

が
、
や
り
が
い
に
通
じ
る
と
思
い
ま
す
。

　

利
用
者
の
体
調
を
考
え
な
が
ら
、
ゴ
ロ
卓
球

や
風
船
バ
レ
ー
に
参
加
。
白
熱
し
て
く
る
と
、

お
互
い
声
か
け
を
し
、
励
ま
し
合
う
こ
の
和
や

か
な
雰
囲
気
も
、
長
く
続
け
ら
れ
た
理
由
の
ひ

と
つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ソ
ー
レ
は
皆
と
同
じ
方
向
を
向
き
、
つ
な
が

っ
て
い
る
と
、
い
つ
も
思
い
ま
す
。
出
会
い
を

大
切
に
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な

が
ら
、
思
い
合
う
気
持
ち
を
持
っ
て
、
こ
れ
か

ら
も
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ソ
ー
レ
平
塚
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
で
働
き
始

め
て
十
年
が
経
ち
ま
し
た
。
そ
の
少
し
前
に
は

ソ
ー
レ
平
塚
、
精
陽
学
園
で
勤
務
し
て
い
ま
し

た
。

　

私
の
や
り
が
い
・
・
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
温
か

い
職
場
の
雰
囲
気
が
私
を
や
る
気
に
さ
せ
て
く

れ
ま
す
。

　

利
用
者
さ
ん
、
ご
家
族
そ
し
て
職
場
の
仲
間
、

上
司
皆
が
笑
顔
で
私
を
受
け
入
れ
て
く
れ
ま
す
。

そ
の
倍
の
笑
顔
を
返
そ
う
！
そ
う
す
る
と
ま
た

笑
顔
が
返
っ
て
来
て
お
互
い
を
元
気
に
し
て
く

れ
ま
す
。
そ
の
積
み
重
ね
が
私
に
パ
ワ
ー
を
く

れ
ま
す
！　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

利
用
者
さ
ん
に
私
は
声
が
大
き
く
て
元
気
だ

と
言
わ
れ
ま
す
。
い
つ
も
賑
や
か
で
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
て
お
り
ま
す
。
（
実
は
元
気
で
は
な
い

時
も
あ
る
の
で
す
よ
！
お
し
と
や
か
な
一
面
だ

っ
て
・
・
）
と
、
思
い
な
が
ら
も
前
へ
前
へ
と

温
か
く
背
中
を
押
し
て
く
れ
る
皆
さ
ん
の
笑
顔

が
私
の
や
り
が
い
そ
の
も
の
で
す
。
そ
し
て
や

り
が
い
の
あ
る
仕
事
に
全
力
を
注
げ
る
よ
う
に
、

陰
で
支
え
て
く
れ
る
家
族
が
私
の
仕
事
を
認
め

て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
も
パ
ワ
ー
の
源
で
す
。

　

自
分
が
出
来
る
こ
と
に
価
値
を
感
じ
る
こ
と

が
「
や
り
が
い
」
に
繋
が
る
と
思
い
ま
す
。

　

ソ
ー
レ
平
塚
が
開
所
し
た
十
八
年
前
は
介
護

保
険
制
度
が
始
ま
る
一
年
前
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
「
こ
れ
か
ら
は
福
祉
だ
」
と
世
間
で
は
言
わ

れ
、
私
も
希
望
に
満
ち
溢
れ
て
こ
の
仕
事
に
就

き
ま
し
た
。
実
際
に
勤
め
始
め
る
と
、
思
い
描

い
て
い
た
よ
う
に
は
い
か
ず
、
仕
事
に
行
く
の

が
嫌
だ
な
と
思
う
日
々
も
あ
り
ま
し
た
。
人
と

の
関
わ
り
が
中
心
の
仕
事
な
の
で
、
利
用
者
さ

ん
と
の
関
係
づ
く
り
に
ど
の
よ
う
に
臨
め
ば
良

い
の
か
と
悩
ん
で
い
ま
し
た
。

　

勤
め
て
二
、
三
年
が
過
ぎ
た
頃
、
前
理
事
長

に
「
（
利
用
者
さ
ん
や
職
員
と
）
一
緒
に
悩
ん
で

よ
。
」
と
声
を
掛
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。
悩
み
が

尽
き
な
い
こ
と
に
不
安
を
感
じ
て
い
た
と
こ
ろ

に
「
一
緒
に
悩
ん
で
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
で
、

私
の
考
え
は
変
わ
り
ま
し
た
。
「
答
え
は
出
せ

な
く
て
も
一
緒
に
悩
む
こ
と
は
で
き
る
。
そ
こ

か
ら
始
め
て
み
よ
う
。
」
そ
う
考
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

「
自
分
に
で
き
る
こ
と
は
一
緒
に
悩
む
こ
と
。
」

そ
れ
が
私
の
「
や
り
が
い
」
な
の
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。

副センター長

～
私
の
や
り
が
い
～

～
や
り
が
い
～

～
初
心
忘
る
べ
か
ら
ず
～

看護師
看護リーダー

支援員

事務員
リーダー



すこやか園
神奈川県伊勢原市桜台 4-5-20
TEL:0463-93-6914  FAX:0463-94-3846

すこやか園ってこんなところ→伊勢原市の指定管理施設です。

すこやか園の事業を紹介します！

福祉サービスについての情報提供と利用の
ための調整を行います。
ご本人やご家族の思いをうかがい、希望す
る生活に向けて、話し合っていきます。
それをもとにサービス等利用計画を作成し、
サービスを利用する上での方向性について
関係機関と共有し、連携を図ります。

日中一時支援事業「ひなたぼっこ」では、
次のことを目的に支援にあたっています。
①障がいのあるお子さんの日中活動の場を
　提供し、ご家族の方々を支援しています。
②お子さんがお友だちや職員と時間を共有
　する中で、リラックスした時間を過ごせ
　ることを大切にしながら、一人ひとりの
　余暇の充実を図ります。

発達にゆっくりさがあったり…。保護者が
子育てをする中で気になることがあったり…。
発達に心配を感じたり関わりに工夫が必要
な就学前のお子さんが、保護者と一緒に登
園していただく母子療育です。グループ療
育・個別療育があり、お子さんの発達に合
わせた療育形態を利用していただいていま
す。療育を通して、お子さんの発達の状態
を確認し、必要な手立てを保護者と一緒に
考えます。

「一人ひとりの可能性を大切に」をテーマ
に、健康管理を基本として「スヌーズレン」
「創作」「機能訓練など」の各種活動を通じ
て、利用者さんが主体的に参加でき、活動
の楽しさを肌で感じられるように支援して
います。また、活動における利用者さんの
希望や個性を大切にしながら、プログラム
を提供しています。活動を通じて、利用者
さん同士や地域の方々とのコミュニケーシ
ョンが深められるよう継続的に支援します。

保育所等訪問事業保育所等訪問事業
すこやか園の療育を利用し、集団生活に支援が必要なお子さんに対して
スタッフが幼稚園・保育園・認定こども園等を訪問します。

相談支援事業相談支援事業日中一時支援事業日中一時支援事業

地域活動支援センター地域活動支援センター 児童発達支援事業児童発達支援事業

５つの事業があります。



地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

重
田　

夏
枝

児
童
発
達
支
援
事
業

　
　
　

関
根
麻
衣
子

相
談
支
援
事
業

　
　

津
野　

裕
子

日
中
一
時
支
援
事
業

　

服
部　

久
美
子

～
や
り
が
い
～

す
こ
や
か
園

　

ひ
な
た
ぼ
っ
こ
は
幼
児
さ
ん
か
ら
高
校
生
ま

で
の
方
が
利
用
し
て
い
る
お
預
か
り
の
場
で
す
。

放
課
後
、
そ
し
て
週
末
の
開
催
な
の
で
、
お
疲

れ
の
様
子
で
利
用
さ
れ
る
お
子
さ
ん
も
多
い
で

す
が
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
、
子
ど
も
た
ち
も
親

御
さ
ん
も
安
心
し
て
過
ご
せ
る
（
預
け
ら
れ
る
）

場
を
作
れ
る
よ
う
日
々
支
援
に
あ
た
っ
て
い
ま

す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
「
こ
こ
に
来
る
と
（
子
ど
も

が
）
い
い
顔
す
る
ん
で
す
」
「
卒
業
し
て
も
ず

っ
と
通
い
た
い
」
「
こ
こ
だ
と
安
心
し
て
い
る

み
た
い
で
」
と
保
護
者
、
学
校
の
先
生
方
に
言

っ
て
い
た
だ
け
る
と
と
て
も
嬉
し
く
、
も
っ
と

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
、
成
長
が
見
た
く
な
り
ま

す
。
そ
れ
が
私
の
や
り
が
い
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ひ
な
た
ぼ
っ
こ
で
お
仕
事
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

四
年
半
が
経
ち
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も

た
ち
の
笑
顔
に
元
気
を
も
ら
い
、
子
ど
も
た
ち

と
一
緒
に
成
長
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
去
年
の
十
月
に
す
こ
や
か
園
生
活
支

援
セ
ン
タ
ー
に
異
動
し
て
き
ま
し
た
。

　

以
前
は
ソ
ー
レ
平
塚
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
で

（
主
に
）
身
体
に
障
が
い
が
あ
る
方
の
サ
ー
ビ

ス
計
画
を
立
て
る
相
談
支
援
専
門
員
の
仕
事
を

し
て
い
ま
し
た
。
相
談
支
援
専
門
員
の
仕
事
は

い
ろ
い
ろ
な
人
の
お
話
を
聴
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
想
い
や
価
値
観
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
り
、

目
標
に
向
か
っ
て
、
利
用
者
さ
ん
や
関
係
す
る

方
々
と
一
緒
に
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
合
い
な
が

ら
気
持
ち
を
共
有
し
て
い
け
る
こ
と
が
魅
力
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
関
わ
っ
た
皆
さ
ん
と
一
緒

に
『
よ
か
っ
た
ね
』
と
言
い
合
え
た
と
き
は
、

と
て
も
嬉
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　

療
育
機
関
で
の
相
談
業
務
は
初
め
て
で
す
が
、

お
子
さ
ん
や
ご
家
族
の
皆
さ
ん
に
教
え
て
も
ら

い
、
す
こ
や
か
園
の
職
員
と
し
て
成
長
し
て
い

け
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

早
い
も
の
で
、
す
こ
や
か
園
で
働
き
始
め
て

今
年
で
十
年
目
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
出

会
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
今
ど
ん
な
お
兄
さ
ん

や
お
姉
さ
ん
に
な
っ
て
い
る
の
か
な…

と
時
折

感
じ
る
く
ら
い
の
年
月
が
た
っ
て
い
る
こ
と
を

感
慨
深
く
思
い
ま
す
。
長
く
仕
事
を
続
け
る
中

で
、
子
ど
も
た
ち
の
「
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
瞬
間
」
に
立
ち
会
え
る

こ
と
。
そ
の
と
き
に
感
じ
る
感
動
は
今
も
色
褪

せ
ず
、
些
細
な
こ
と
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な

い
こ
と
で
も
、
私
と
し
て
は
と
て
も
嬉
し
い
場

面
で
す
。
そ
う
い
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
成
長
に
、

自
分
が
関
わ
っ
て
き
た
こ
と
の
何
か
が
繋
が
っ

て
い
た
ら
嬉
し
い
な
と
思
い
な
が
ら
、
今
日
も

あ
れ
こ
れ
考
え
を
巡
ら
せ
て
い
ま
す
。
う
ま
く

い
か
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
た
く
さ
ん
輝
く
よ
う
に
、

ま
た
そ
れ
を
見
守
っ
て
い
る
お
母
さ
ん
た
ち
も

思
わ
ず
笑
顔
に
な
る
よ
う
な
場
面
を
一
緒
に
感

じ
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い

き
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
一
人
ひ
と
り
障
が
い
が
違
う
中
で
、
「
個

々
に
あ
っ
た
支
援
や
看
護
と
は
何
か
」
を
考
え

な
が
ら
、
障
が
い
の
あ
る
方
々
と
日
々
向
き
合

っ
て
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
近
年
、
看
護
処
置

を
必
要
と
す
る
利
用
者
さ
ん
が
増
え
て
い
ま
す

が
、
看
護
ケ
ア
に
追
わ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、

一
人
ひ
と
り
の
利
用
者
さ
ん
と
関
わ
る
時
間
を

大
切
に
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
午
睡
か
ら
目
覚
め
る
と
大
き
な
発

作
が
起
き
て
し
ま
う
利
用
者
さ
ん
が
い
ま
す
。

い
か
に
発
作
を
誘
発
せ
ず
に
、
午
睡
か
ら
目
覚

め
る
か
が
課
題
で
す
。
私
は
、
そ
の
利
用
者
さ

ん
の
行
動
を
日
々
接
す
る
中
で
よ
く
観
察
し
、

行
動
の
パ
タ
ー
ン
や
傾
向
を
総
合
的
に
把
握
す

る
こ
と
に
努
め
ま
す
。
好
き
な
音
楽
を
か
け
て

み
た
り
、
他
の
利
用
者
さ
ん
の
声
が
よ
く
聞
こ

え
る
と
こ
ろ
で
過
ご
し
て
み
た
り
す
る
こ
と
で
、

発
作
の
誘
発
を
減
ら
す
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。

発
作
が
あ
る
か
ら
制
限
す
る
の
で
は
な
く
、
日

々
の
か
か
わ
り
の
中
で
の
ち
ょ
っ
と
し
た
気
付

き
を
、
日
々
の
観
察
で
見
え
た
こ
と
を
工
夫
に

繋
げ
、
行
動
す
る
事
で
利
用
者
さ
ん
個
々
に
あ

っ
た
支
援
・
看
護
に
繋
が
る
と
感
じ
、
そ
こ
に

や
り
が
い
を
感
じ
て
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
今
後
、
利
用
者
さ
ん
が
増
え
て
も
、
一
人

ひ
と
り
に
合
っ
た
支
援
・
看
護
を
丁
寧
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

看護師

保育士
リーダー

相談支援専門員
リーダー

支援員



　

私
が
栄
養
士
と
し
て
勤
務
し
て
十
二
年
が
た

ち
、
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
見
守

っ
て
き
ま
し
た
。
ま
だ
歩
け
な
か
っ
た
子
ど
も

が
歩
け
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
普
通
食
を
食
べ

る
事
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
立
派
に
高

校
を
卒
業
し
、
人
生
の
大
き
な
節
目
に
立
ち
会

う
こ
と
が
出
来
き
る
事
に
も
大
き
な
喜
び
を
感

じ
て
い
ま
す
。

　

毎
日
か
わ
い
い
子
ど
も
た
ち
か
ら
の
「
美
味

し
か
っ
た
！
」
「
ご
ち
そ
う
さ
ま
！
」
の
声
と
、

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
は
何
に
も
代
え
が
た
い
エ

ネ
ル
ギ
ー
源
で
す
。
私
は
こ
の
一
言
が
あ
れ
ば

ど
ん
な
疲
れ
も
飛
ん
で
い
き
ま
す
！
子
ど
も
た

ち
と
の
日
々
の
関
わ
り
や
豊
か
な
食
の
体
験
を

積
み
重
ね
て
、
子
ど
も
の
視
線
を
大
切
に
し
て

こ
れ
か
ら
も
精
陽
学
園
の
ご
は
ん
大
好
き
！
と

言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　

十
二
年
間
続
け
ら
れ
た
の
は
自
分
の
天
職
で

あ
る
精
陽
学
園
で
の
栄
養
士
と
い
う
仕
事
が
大

好
き
で
楽
し
く
、
や
り
甲
斐
や
達
成
感
も
あ
り
、

精
陽
学
園
の
子
ど
も
た
ち
と
職
員
さ
ん
が
誇
り

だ
か
ら
で
す
。 吉

永　

流
香

　

至
泉
会
に
入
社
し
、
精
陽
学
園
に
所
属
し
て

十
二
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
今
回
、
「
な
ぜ
こ

の
仕
事
を
長
く
続
け
て
こ
ら
れ
た
の
か
」
と
い

う
事
を
テ
ー
マ
に
頂
き
、
続
け
て
こ
ら
れ
た
理

由
を
改
め
て
考
え
て
み
る
と
、
よ
く
わ
か
り
ま

せ
ん
。
た
だ
、
仕
事
に
来
る
こ
と
が
本
当
に
嫌

に
な
っ
た
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。
職
場
に
来
れ
ば
、

子
ど
も
た
ち
、
職
員
さ
ん
、
学
園
を
と
り
ま
く

人
達
と
の
関
わ
り
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
関
わ
り

の
中
で
笑
え
る
事
が
沢
山
あ
り
ま
す
。
仕
事
は

笑
え
る
事
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
笑
え

る
事
が
出
来
る
職
場
と
い
う
の
は
と
て
も
良
い

も
の
だ
と
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
働
い
て
き

て
、
沢
山
の
人
と
笑
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
沢
山
の
人
と
笑
え
る
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。
大
変
な
事
も
あ
り
ま
す
が
、
笑
っ
て
い
ら

れ
る
内
は
頑
張
れ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
笑
い
あ
え
る
職
場
で
あ
る
よ
う
に
努
力
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。 平

田　

良
介

　

「
や
り
が
い
」
に
つ
い
て
考
え
る
前
に
、
自

分
自
身
ふ
と
振
り
返
る
と
、
今
年
の
六
月
末
で

早
十
年
が
経
ち
ま
す
。
そ
れ
ま
で
の
私
は
、
事

務
の
経
験
は
何
十
年
と
あ
る
も
の
の
、
職
業
安

定
所
で
こ
の
よ
う
な
施
設
が
あ
る
こ
と
を
初
め

て
知
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
０
か
ら
の
ス
タ
ー
ト

だ
っ
た
私
は
、
仕
事
を
始
め
て
す
ぐ
に
、
三
ヶ

月
も
つ
だ
ろ
う
か
、
私
が
い
て
も
何
も
役
に
立

て
な
い
等
、
暗
中
模
索
の
日
々
が
続
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
時
、
私
が
頭
を
抱
え
な
が
ら
仕
事
を
し

て
い
る
と
、
事
務
所
に
可
愛
い
子
ど
も
た
ち
が

遊
び
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。
中
に
は
、
頭
痛
い

の
？
と
か
、
お
熱
大
丈
夫
？
な
ん
て
心
配
し
て

く
れ
る
子
も
い
ま
し
た
。
私
が
精
陽
学
園
で
働

き
始
め
た
時
に
小
学
生
だ
っ
た
子
ど
も
が
、
今

年
の
四
月
に
就
職
し
、
誇
ら
し
げ
に
退
園
し
て

い
き
ま
し
た
。
私
は
直
接
処
遇
す
る
事
は
出
来

ま
せ
ん
が
、
天
真
爛
漫
な
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔

と
日
々
の
成
長
を
や
り
が
い
に
、
こ
れ
か
ら
も

精
陽
学
園
の
為
に
、
非
力
で
は
あ
り
ま
す
が
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

福
西　

直
美

精
陽
学
園

～
や
り
が
い
～

　

精
陽
学
園
に
理
学
療
法
士
（
Ｐ
Ｔ
）
と
し
て

入
職
し
て
今
年
で
九
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
を
振
り
返
り
、
長
く
勤
め
る
こ
と
が
で

き
た
理
由
は
、
単
純
に
子
ど
も
た
ち
が
可
愛
い

か
ら
に
尽
き
る
と
思
い
ま
す
。
家
族
の
様
に
近

い
形
で
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
、
一
人
ひ
と

り
を
大
切
に
想
う
気
持
ち
か
ら
、
出
来
る
限
り

の
こ
と
を
し
て
あ
げ
た
い
、
そ
の
よ
う
な
気
持

ち
が
私
の
働
く
原
動
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
生
活
の
場
で
あ
る
精
陽
学
園
は
、
通
常
の

Ｐ
Ｔ
室
で
の
機
能
訓
練
だ
け
で
は
知
り
え
な
い

情
報
を
知
る
こ
と
が
で
る
た
め
、
Ｐ
Ｔ
と
し
て
何

が
大
事
な
の
か
と
い
う
本
質
と
向
き
合
う
こ
と

が
で
き
、
Ｐ
Ｔ
と
し
て
の
役
割
に
つ
い
て
極
め
た

い
と
感
じ
た
こ
と
が
や
り
が
い
に
繋
が
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
職
員
間
で

喜
び
合
え
る
こ
と
も
、
こ
の
職
場
の
醍
醐
味
で

あ
り
長
く
勤
め
る
こ
と
が
で
き
た
理
由
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。

藤
井
香
菜
子

栄養士
調理副主任

理学療法士
リーダー

事務員
リーダー

保育士
リーダー
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多
く
な
り
、
毎
月
数
名
が
入
院
し
て
い

る
状
態
で
あ
っ
た
の
と
、
体
調
不
良
等

に
よ
る
退
所
者
が
出
た
後
、
入
所
候
補

者
が
中
々
決
ま
ら
な
か
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
五
月
か
ら
七
月
ま
で
定
員
に
空
き

が
あ
る
状
態
が
続
き
ま
し
た
が
、
八
月

以
降
は
満
床
状
態
が
継
続
で
き
ま
し
た
。

（
二
）
職
員
採
用
に
つ
い
て

　

昨
年
度
も
年
度
途
中
で
退
職
し
た
職

員
の
欠
員
（
保
育
士
、
生
活
支
援
員
、

看
護
師
）
の
補
充
が
で
き
な
い
状
態
が

一
部
の
施
設
で
続
き
、
療
育
や
支
援
等

に
支
障
が
出
て
い
る
状
況
が
あ
り
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
求
人
、
派
遣
、
人

材
紹
介
等
を
活
用
し
て
募
集
し
て
い
ま

す
が
良
い
人
材
が
見
つ
か
ら
ず
苦
慮
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

（
三
）
相
談
支
援
に
つ
い
て

　

計
画
相
談
支
援
は
、
あ
け
ぼ
の
園
、

ソ
ー
レ
平
塚
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
、
す

こ
や
か
園
に
お
い
て
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
年
々
相
談
件
数
が
増
え
、
か
つ
相

談
内
容
も
多
様
化
し
て
き
て
お
り
、
質

の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、

相
談
員
の
質
の
向
上
と
地
域
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
形
成
等
、
他
事
業
所
等
と
の
連

携
が
よ
り
必
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
昨

今
の
異
常
気
象
や
地
震
の
発
生
を
考
え

る
と
よ
り
具
体
的
な
避
難
計
画
等
を
作

成
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感

じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

（
五
）
設
備
改
修
・
改
善

　

各
施
設
と
も
経
年
劣
化
に
伴
う
建
物

や
設
備
の
補
修
・
交
換
工
事
や
交
換
が

増
え
て
い
ま
す
。
大
き
な
工
事
で
は
、

ソ
ー
レ
平
塚
の
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
設
備
の

更
新
工
事
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
記

録
ソ
フ
ト
を
導
入
し
、
職
員
の
業
務
の

軽
減
と
情
報
の
共
有
化
を
図
り
ま
し
た
。

あ
け
ぼ
の
園
で
は
、
電
話
の
リ
ー
ス
契

約
が
切
れ
る
の
に
伴
い
、
新
た
な
リ
ー

ス
契
約
と
合
わ
せ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
ウ
ィ
ル
ス
対
策
用
機
器
（
Ｕ
Ｔ
Ｍ
）

を
購
入
し
ま
し
た
。
精
陽
学
園
で
は
、

高
圧
受
電
設
備
の
自
家
用
波
及
事
故
防

止
の
た
め
に
漏
電
遮
断
装
置
（
Ｐ
Ａ
Ｓ
）

を
設
置
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
当
法
人
で
は
、
利
用
児
・

者
の
一
人
ひ
と
り
に
向
き
合
い
、
地
域

の
ニ
ー
ズ
も
積
極
的
に
受
け
止
め
、
当

法
人
を
利
用
さ
れ
る
利
用
児
・
者
、
ご

家
族
が
幸
せ
に
な
れ
る
よ
う
心
が
け
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

そ
こ
で
、
新
年
度
か
ら
法
人
内
で
事
業

所
間
で
連
携
し
情
報
を
共
有
で
き
る
よ

う
組
織
の
見
直
し
を
始
め
ま
し
た
。

（
四
）
防
犯
・
防
災
対
策

　

津
久
井
や
ま
ゆ
り
園
の
事
件
を
受
け

て
、
法
人
内
の
事
業
所
で
ど
の
よ
う
な

対
策
を
し
た
ら
良
い
の
か
検
討
し
、
す

こ
や
か
園
に
防
犯
ベ
ル
を
設
置
し
、
精

陽
学
園
で
は
、
防
犯
用
玄
関
鍵
を
取
り

付
け
ま
し
た
。
ま
た
、
警
察
署
と
情
報

を
共
有
し
、
平
塚
市
と
伊
勢
原
市
の
警

察
署
が
主
催
し
た
防
犯
訓
練
に
参
加
し
、

各
施
設
で
も
警
察
署
員
を
呼
ん
で
防
犯

訓
練
を
実
施
し
、
実
際
に
ど
の
よ
う
な

対
応
を
し
た
ら
よ
い
の
か
を
学
び
ま
し

た
。

　

防
災
に
つ
い
て
は
、
施
設
ご
と
に
日

ご
ろ
か
ら
地
域
と
の
関
わ
り
を
大
切
に

し
て
、
地
域
の
自
治
会
や
防
災
組
織
と

連
携
を
と
る
よ
う
に
努
め
、
災
害
時
に

地
域
で
孤
立
し
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。

　

昨
年
度
は
ソ
ー
レ
平
塚
に
お
い
て
八

月
に
台
風
九
号
が
関
東
地
方
に
上
陸
し

た
際
、
近
く
の
川
が
警
戒
水
位
を
超
え

た
た
め
、
利
用
者
を
二
階
に
避
難
さ
せ

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
、
避
難
訓
練
は

し
て
も
実
際
の
台
風
で
避
難
す
る
と
い

（
一
）
概
況

　

あ
け
ぼ
の
園
は
一
昨
年
に
比
べ
て
園

児
が
減
少
し
た
た
め
収
入
が
減
少
し
ま

し
た
。
す
こ
や
か
園
は
、
一
昨
年
度
に

比
べ
て
契
約
者
数
が
少
な
い
状
態
で
ス

タ
ー
ト
し
、
グ
ル
ー
プ
編
成
を
見
直
し

た
り
、
登
園
日
を
増
や
し
た
り
し
ま
し

た
が
、
幼
稚
園
等
と
の
並
行
通
園
を
し

て
い
る
園
児
や
家
族
の
都
合
で
欠
席
す

る
園
児
が
い
る
グ
ル
ー
プ
は
、
出
席
率

が
低
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
全
体
の
延

べ
利
用
人
数
は
昨
年
度
に
比
べ
て
三
六

一
名
少
な
く
な
り
、
収
入
は
減
少
し
ま

し
た
。
ソ
ー
レ
平
塚
地
域
支
援
セ
ン
タ

ー
は
、
一
昨
年
度
に
比
べ
て
体
調
不
良

や
入
院
、
施
設
入
所
に
よ
り
通
所
者
が

減
少
し
、
当
初
の
見
込
み
よ
り
減
収
す

る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
精

陽
学
園
に
お
い
て
は
、
成
人
サ
ー
ビ
ス

へ
の
移
行
支
援
に
よ
り
高
卒
者
は
一
名

と
な
り
六
月
か
ら
満
床
と
な
り
、
年
間

を
通
じ
て
五
十
名
の
入
所
が
継
続
で
き

ま
し
た
。
た
だ
、
入
所
児
童
は
男
児
が

多
く
、
今
後
、
男
児
は
居
室
の
関
係
で

受
け
る
こ
と
が
難
し
い
状
況
で
す
。
ソ

ー
レ
平
塚
に
お
い
て
は
、
利
用
者
の
高

齢
化
に
伴
う
体
調
不
良
に
よ
り
入
院
が
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障害福祉サービス等事業収益 716,656,651 731,536,410 △ 14,879,759

借入金利息補助金収入 657,800 657,800 0 経常経費寄附金収益 975,871 928,711 47,160

経常経費寄附金収入 935,371 975,871 △ 40,500 その他の収益 42,500 1,179,520 △ 1,137,020

受取利息配当金収入 72,250 73,064 △ 814 サービス活動収益計(1) 918,348,037 925,879,695 △ 7,531,658

その他の収入 6,647,755 6,259,716 388,039 人件費 692,370,370 678,104,464 14,265,906

事業活動収入計(1) 924,292,969 925,296,117 △ 1,003,148 事業費 94,391,712 93,946,300 445,412

人件費支出 690,225,514 684,904,686 5,320,828 事務費 123,885,793 121,772,811 2,112,982

事業費支出 95,013,196 94,391,712 621,484 減価償却費 47,209,876 43,280,705 3,929,171

事務費支出 123,931,815 123,885,793 46,022 国庫補助金等特別積立金取崩額 △ 31,911,555 △ 30,714,845 △ 1,196,710

支払利息支出 776,600 776,600 0 国庫補助金等特別積立金積立額 13,145,000 14,425,000 △ 1,280,000

その他の支出 5,430,480 5,447,421 △ 16,941 徴収不能額 6,786 △ 6,786

事業活動支出計(2) 915,377,605 909,406,212 5,971,393 サービス活動費用計(2) 939,091,196 920,821,221 18,269,975

8,915,364 15,889,905 △ 6,974,541 △ 20,743,159 5,058,474 △ 25,801,633

施設整備等補助金収入 13,145,000 13,145,000 0 借入金利息補助金収益 657,800 986,700 △ 328,900

施設整備等寄附金収入 500,000 500,000 0 受取利息配当金収益 73,064 80,159 △ 7,095

固定資産売却収入 30,000 △ 30,000 その他のサービス活動外収益 6,217,216 8,490,665 △ 2,273,449

施設整備等収入計(4) 13,645,000 13,675,000 △ 30,000 サービス活動外収益計(4) 6,948,080 9,557,524 △ 2,609,444

設備資金借入金元金償還支出 14,800,000 14,800,000 0 支払利息 776,600 1,105,500 △ 328,900

固定資産取得支出 15,050,635 15,006,865 43,770 その他のサービス活動外費用 5,447,421 5,818,452 △ 371,031

施設整備等支出計(5) 29,850,635 29,806,865 43,770 サービス活動外費用計(5) 6,224,021 6,923,952 △ 699,931

△ 16,205,635 △ 16,131,865 △ 73,770 724,059 2,633,572 △ 1,909,513

積立資産取崩収入 17,904,100 16,304,100 1,600,000 △ 20,019,100 7,692,046 △ 27,711,146

その他の活動による収入 27,800 △ 27,800 施設整備等補助金収益 13,145,000 16,035,000 △ 2,890,000

施設整備等寄附金収益 500,000 500,000 0

固定資産売却益 30,000 1,000 29,000

その他の活動収入計(7) 17,904,100 16,331,900 1,572,200 0

積立資産支出 27,411,100 29,165,000 △ 1,753,900 特別収益計(8) 13,675,000 16,536,000 △ 2,861,000

その他の活動による支出 686,400 686,400 0 基本金組入額 500,000 500,000 0

固定資産売却損･処分損 7 820,000 △ 819,993

国庫補助金等特別積立金取崩額(除却等) △ 336,312 336,312

その他の活動支出計(8) 28,097,500 29,851,400 △ 1,753,900

△ 10,193,400 △ 13,519,500 3,326,100 特別費用計(9) 500,007 983,688 △ 483,681

予備費支出(10) 13,174,993 15,552,312 △ 2,377,319

当期活動増減差額(11)=(7)+(10) △ 6,844,107 23,244,358 △ 30,088,465

△ 17,483,671 △ 13,761,460 △ 3,722,211 前期繰越活動増減差額(12) 280,210,490 277,966,132 2,244,358

273,366,383 301,210,490 △ 27,844,107

前期末支払資金残高(12) 215,798,421 215,798,421 0 基本金取崩額(14)

当期末支払資金残高(11)+(12) 198,314,750 202,036,961 △ 3,722,211 その他の積立金取崩額(15) 13,400,000 1,100,000 12,300,000

当期末支払資金残高(11)+(12) 198,429,214 215,798,421 △ 17,369,207 その他の積立金積立額(16) 20,300,000 22,100,000 △ 1,800,000

266,466,383 280,210,490 △ 13,744,107

第三号第一様式

(単位:円)

流動資産 263,318,401 276,822,971 △ 13,504,570 流動負債 126,319,757 124,558,083 1,761,674

現金預金 138,453,440 140,610,036 △ 2,156,596 事業未払金 19,259,021 33,141,214 △ 13,882,193

事業未収金 114,456,537 125,053,355 △ 10,596,818 １年以内返済予定設備資金借入金 14,800,000 14,800,000 0

未収金 309,202 180,750 128,452 １年以内支払予定長期未払金 686,400 686,400 0

未収補助金 6,495,200 7,188,900 △ 693,700 未払費用 41,974,621 25,275,839 16,698,782

立替金 3,051,944 3,198,787 △ 146,843 預り金 29,798 0 29,798

前払金 394,518 408,843 △ 14,325 職員預り金 0 2,607,497 △ 2,607,497

前払費用 133,800 133,800 0 前受金 18,000 0 18,000

仮払金 23,760 0 23,760 賞与引当金 49,551,917 48,047,133 1,504,784

その他の流動資産 0 48,500 △ 48,500

固定資産 1,215,035,318 1,235,634,836 △ 20,599,518 固定負債 73,315,800 84,070,900 △ 10,755,100

 基本財産 675,886,745 709,919,880 △ 34,033,135 設備資金借入金 2,000,000 16,800,000 △ 14,800,000

土地 52,510,368 52,510,368 0 退職給付引当金 70,171,800 65,440,500 4,731,300

建物 623,376,377 657,409,512 △ 34,033,135 長期未払金 1,144,000 1,830,400 △ 686,400

 その他の固定資産 539,148,573 525,714,956 13,433,617 負債の部合計 199,635,557 208,628,983 △ 8,993,426

土地 3,000,000 3,000,000 0 純資産の部

建物 1,113,240 1,967,715 △ 854,475 基本金 55,826,550 55,326,550 500,000

建物附属設備 702,350 175,430 526,920 第１号基本金 21,593,550 21,593,550 0

構築物 3,679,452 3,700,040 △ 20,588 第２号基本金 34,233,000 33,733,000 500,000

機械及び装置 1 1 0 国庫補助金等特別積立金 540,614,229 559,380,784 △ 18,766,555

車輌運搬具 15,280,971 13,440,552 1,840,419 その他の積立金 415,811,000 408,911,000 6,900,000

器具及び備品 22,893,106 26,691,123 △ 3,798,017 人件費積立金(措置) 13,000,000 13,000,000 0

権利 1,957,764 1,959,430 △ 1,666 施設・設備整備積立金(措置) 88,711,000 88,711,000 0

ソフトウェア 4,273,749 185,255 4,088,494 人件費積立金 44,200,000 54,800,000 △ 10,600,000

退職給付引当資産 70,171,800 65,440,500 4,731,300 施設・設備整備積立金Ａ 195,600,000 180,700,000 14,900,000

人件費積立資産(措置) 13,000,000 13,000,000 0 施設・設備整備積立金Ｂ 38,300,000 35,700,000 2,600,000

施設・設備整備積立資産（措置） 88,711,000 88,711,000 0 移行時特別積立金 36,000,000 36,000,000 0

人件費積立資産 44,200,000 54,800,000 △ 10,600,000 次期繰越活動増減差額 266,466,383 280,210,490 △ 13,744,107

施設・設備整備積立資産Ａ 195,600,000 180,700,000 14,900,000 (うち当期活動増減差額) △ 6,844,107 23,244,358 △ 30,088,465

施設・設備整備積立資産Ｂ 38,300,000 35,700,000 2,600,000

移行時特別積立資産 36,000,000 36,000,000 0

リサイクル預託金 209,540 160,510 49,030

長期前払費用 55,600 83,400 △ 27,800 純資産の部合計 1,278,718,162 1,303,828,824 △ 25,110,662

1,478,353,719 1,512,457,807 △ 34,104,088 負債及び純資産の部合計 1,478,353,719 1,512,457,807 △ 34,104,088

資産の部 負債の部

当年度末 前年度末 増減 当年度末 前年度末 増減

平成29年 3月31日現在
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経常増減差額(7)=(3)+(6)
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その他の活動資金収支差額(9)=(7)-(8)

―
特別増減差額(10)=(8)-(9)

当期資金収支差額合計(11)=(3)+(6)+(9)-(10) 繰
越
活
動
増
減
差
額
の
部

当期末繰越活動増減差額(13)=(11)+(12)

次期繰越活動増減差額(17)=(13)+(14)+(15)-(16)

法人単位貸借対照表

施
設
整
備
等
に
よ
る
収
支

収
入

サ
ー

ビ
ス
活
動
外
増
減
の
部

収
益

支
出

費
用

施設整備等資金収支差額(6)=(4)-(5) サービス活動外増減差額(6)=(4)-(5)

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

収
入 サ
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ビ
ス
活
動
増
減
の
部

収
益

費
用支

出

事業活動資金収支差額(3)=(1)-(2) サービス活動増減差額(3)=(1)-(2)

法人単位資金収支計算書 法人単位事業活動計算書
(自)平成28年 4月 1日(至)平成29年 3月31日 (自)平成28年 4月 1日(至)平成29年 3月31日

勘定科目 予算(A) 決算(B) 差異(A)-(B) 勘定科目 当年度決算(A) 前年度決算(B) 増減(A)-(B)

※

詳
細
は
当
法
人
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。


